
Ｒ１　地域こん談会まとめ 様式４

番号 自治会名 こん談事項 こん談会開催時の回答内容 回答者 取組状況 取り組み状況の説明事項

1 曽我部町
市道西条重利線の拡幅・整備につ
いて

今年度の事業内容として、道路詳細設計を行うべく予算計上を行ったところです。
しかし、整備の必要性はご理解いただいているものの、国から割り当てられた交付金
が厳しく、事業実施を見送りせざるを得ない状況となっております。
しかしながら、用地取得に向けた土地の調査などを行い、事業実施に向けた準備を
進め、事業推進を図っていきます。
また、次年度以降、速やかに事業着手が図れるよう国や府に対して強く要望し、予算
確保にまいりますので、引き続き地元自治会の御支援、御理解、御協力ほど、よろしく
お願いします。

まちづくり推進部長 ②実施予定 　こん談会での回答のとおりです。

2 曽我部町
国道４２３号線の犬飼バイパスにつ
いて

　曽我部工区につきましては、平成30年度から7工事工区の発注を行い、現在約40ha
の工事を施工しています。
　また、新たに6月末に2工事工区（約6.6ha）の請負契約を行いましたので、今後、工
事施工を進めていきます。
　犬飼バイパス周辺の農地につきましては、令和元年度から令和2年度にかけて工事
発注、施工を予定しています。同バイパスについては、桂川・道路整備課において、
今年度から道路に係る詳細設計等を進めていきますので、ほ場整備で整備していく
農道等との接道について、今後も連携を図りながら事業推進を図っていきます。

産業観光部長 ①実施

 　令和元年度の取組状況としましては、5工事工区の発注を
行い、約25haの工事を施工しています。今後、新たに5工事
工区(約28ha）の工事発注を予定しています。
　犬飼ﾊﾞｲﾊﾟｽ周辺の整備については、令和3年度以降に工
事発注、施工を予定しています。現在、桂川・道路整備課に
おいて交差点協議等の詳細設計を進めていますので、地元
役員の方と一緒に、ほ場整備で接道する道路等について協
議を重ねています。　今後も、犬飼ﾊﾞｲﾊﾟｽとほ場整備事業の
連携を図りながら、事業推進していきます。

3 曽我部町
国道４２３号線の犬飼バイパスにつ
いて

　今年度は詳細設計を実施することとしており、平成25年度に実施した企画設計をも
とに現在のほ場整備の計画を反映、道路構造の計画を確定させ、必要用地区域の確
定にあたりたいと考えています。あわせて、道路全体の線形および終点側（大阪ガス
ステーション側）の現国道との接道について警察協議に入り、事業着手に向けた必要
な協議を終えられるよう取り組んでまいります。
　警察協議にあたっては、農道等の接道協議についても合わせて行う必要があること
から、農道部の接道等についてはほ場整備事業とも調整しながら双方の事業が円滑
に進められるよう連携をして対応していきたいと考えます。
　来年度についても引き続き、詳細設計を行うのと合わせ、ほ場整備内の用地取得に
向け取得方法等について協議してまいります。
　工事の完成時期については法貴バイパスとの同時期の開通が図れるよう今後とも京
都府とも連携しながら取り組んでまいります。

まちづくり推進部
事業担当部長

①実施

　今年度については８月に詳細設計業務を発注し、道路構
造の計画および現国道との接道について警察協議等を進め
ているところです。
　今年度中に必要な協議が終えられるよう取り組んでいくとと
もに来年度以降の事業進捗にむけ関係機関等と調整を図っ
てまいりたいと考えております。

4 曽我部町

【質問事項等】
①バイパス開通により（従来からあ
る）地元の道路等が分断され、地域
交通が不便にならないようお願いし
たい。
②換地計画についても後戻りのない
ようお願いしたい。
③進捗状況について、情報提供を
密に行ってほしい（詳細設計が終
わった段階での情報提供、説明会
等）。

①公安委員会、隣部局等と協議し、要望の実現に努めていきます。
②換地計画についても並行して進めていきます。
③情報提供も密に行わせていただきます。

まちづくり推進部
事業担当部長

①実施 　こん談会での回答のとおりです。
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5 曽我部町
明智光秀の史跡である明智戻り岩
周辺の整備について

　亀岡市におきましても明智戻り岩周辺について昨年の豪雨災害により、広範囲で風
倒木被害が発生していることを認識しております。
ホームページ等に掲載しているハイキングコースについては、現在は案内を控えてい
る状況です。
今年度、京都府の豊かな森を育てる府民税市町村交付金事業を活用し、風倒木処
理を実施する業務委託契約を亀岡市森林組合と７月１６日付けで締結済です。
既に倒木等の撤去に取り掛かっており、早急な復旧に努めていきます。
ハイキングコースの案内については、事業完了後改めて通知させていただく予定で
す。

産業観光部長 ①実施
　明智戻り岩周辺の森林散策路整備業務委託について、令
和２年２月２０日現場完了済です。

6 曽我部町 渓谷の整備・管理要請

　治山施設設置につきましては、例年８月頃に京都府からの依頼を受けて、各町自治
会宛てに照会を行い、取りまとめて京都府に要望書を提出しております。要望箇所
（計62箇所）については、現地踏査の上、緊急性・地域性を加味し順次対応願ってお
ります。
現在亀岡市内では10箇所で治山事業に取り組んでおります。曽我部町については5
箇所について要望がありましたが、（優先度が低いと判断されたためか）着手はされて
おりません。
今後についても、ただ待つだけではなく、前倒しで行われている森林経営管理制度
を活用しながら、これまで以上に森林整備に力を入れていきたいと考えております。
京都府治山事業につきましては、令和元年度　未来へつなぐ安心・安全の森づくり整
備事業において曽我部町寺地内の既設治山施設補修を予定しており、既に土砂の
撤去等を進めております。

産業観光部長 ④要望 　こん談会での回答のとおりです。

7 曽我部町
市道安町南条線の交通安全対策に
ついて

　交通安全に関わる啓発看板等の設置については、運転者に速度抑制を促したり、
危険箇所を周知するには効果的な対策の一つであると考えております。
　基本的には、現在地元のご協力によりまして看板の設置をされており、助成制度を
創設することは、設置場所、安全面、予算的なことも含め難しいと考えております。
市としましては、路面標示や電柱に通学路注意のサインを啓発する等により、交通安
全対策を行っていきたいと考えております。
　現在、日常生活の中で決められた速度や交通ルールを守りながら、安全走行（セー
フティドライブ）に努めるドライバーを交通安全ボランティアとして募集し、交通安全の
緩やかなネットワークを広げることで、交通事故「０」を目指す市民参加型の『かめおか
「セーフティドライブ」プロジェクト』を進めておりますのでご協力をお願いいたします。
　今後も、セーフコミュニティ認証都市として関係機関等との連携の中、交通事故を未
然に防ぐための対策を行い、安全・安心なまちづくりに努めてまいります。

総務部長 ⑥その他 　こん談会での回答のとおりです。

8 曽我部町
市道安町南条線の交通安全対策に
ついて

　市道安町南条線については、通学路の安全対策として、一部区間で路側帯のカ
ラー化、全線において路面標示等の安全対策を実施いているところです。
　今後については、警戒標識等の安全対策について、地元自治会、教育委員会など
関係機関と連携を図り、対策を検討していきたいと考えます。

まちづくり推進部
事業推進部長

③検討 　こん談会での回答のとおりです。

9 曽我部町
市道安町南条線の交通安全対策に
ついて

　市道安町南条線の通学路については、電柱に「通学路注意」等の啓発看板を設置
してまいります。
　また、亀岡市通学路交通安全推進会議において、当該路線の同プログラムへの掲
載を含め、ハード・ソフト両面から通学路の安全対策について検討してまいります。

教育部長 ①実施
　電柱への通学路注意の啓発看板については８月に設置し
ました。

2 / 3 ページ



Ｒ１　地域こん談会まとめ 様式４

番号 自治会名 こん談事項 こん談会開催時の回答内容 回答者 取組状況 取り組み状況の説明事項

10 曽我部町
機能別消防団設置の取り組みにつ
いて

本市の消防団活動の内容といたしましては、火災発生時の消火活動、火災予防を
はじめ、各種災害発生時における救助、救出活動の災害対応が主な活動であるた
め、機能別消防団員の制度が本市に適応したものであるか、状況を見定めていきた
いと考えます。

総務部長 ⑥その他 　こん談会での回答のとおりです。

11 曽我部町 亀岡市のバスの運用について

　教育委員会では現在７台のスクールバスを運用しております。それぞれの学校の登
下校の時間を除く概ね９時頃から１4時頃につきましては、市立学校の要請を受けまし
て希望先まで配車している現状です。これらについては、登下校の時間を除く時間帯
で活用出来る範囲での運用としていることから市内での運用としているところです。
　今後とも学校と連携をとってまいりたいと考えております。

教育部長 ③検討
　スクールバス配置校の登下校に支障が生じない範囲で市
外での校外活動等に活用することを可能とする方向で検討し
ています。

12 曽我部町 亀岡市のバスの運用について

　市の公用車としては大型バス１台とマイクロバス１台を管理しております。
　こちらは原則公務を優先とするもので事業担当課等からの要請を受け協議の上、市
内・市外問わず運行をしております。
　学校行事等での利用となりますと、教育委員会を窓口として申請をしていただくこと
になっております。その際にスクールバスの運行、借り上げバスの運行、それでも足り
ない場合については市公用車（バス）の運行という形で教育委員会との協議の上、対
応をしているところです。

会計管理室長 ⑥その他 　こん談会での回答のとおりです。
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